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三
和
か
わ
ら
版
 

透
水
性
・
保
水
性
舗
装
材
が 

日
本
の
夏
を
涼
し
く
す
る
！ 

二
〇
一
四
年
八
月
、
環
境
省
よ
り

『
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
』
に
向
け
て
、

「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
抑

制
」
の
た
め
透
水
性
舗
装
・
保
水
性

舗
装
に
よ
り
真
夏
の
暑
さ
を
緩
和
す

る
計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

下
記
の
写
真
は
、
港
区
西
新
橋
一

丁
目
の
歩
道
で
す
。
港
区
で
は
、
保

水
性
道
路
へ
の
打
ち
水
の
協
力
を
呼

び
か
け
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
歩
道
に

は
、
当
社
の
「
パ
ー
ク
ス
ル
ー
」
を

採
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
社
の
舗
装
材
は
全
て
、
主
要
骨

材
に
「
高
炉
水
砕
ス
ラ
グ
」
を
採
用

し
て
お
り
、
透
水
性
・
保
水
性
機
能

の
両
方
を
有
し
て
い
ま
す
。 

当
現
場
は
、
施
工
後
五
年
経
過
し

て
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
透
水

性
・
保
水
性
機
能
を
維
持
し
て
お
り
、

東
京
の
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

の
抑
制
」
に
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

『
打
ち
水
大
作
戦
』
は
、
江
戸
時
代
の
庶

民
の
知
恵
「
打
ち
水
」
が
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
効
果
を
持
つ

の
か
、
決
め
ら
れ
た
時
間
に
み
ん
な
で
い
っ

せ
い
に
打
ち
水
を
し
て
、
そ
の
効
果
を
検
証

し
よ
う
、
と
い
う
壮
大
な
社
会
実
験
と
し
て

二
〇
〇
三
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
活
動
で
す
。 

み
ん
な
の
手
で
ま
か
れ
た
水
は
、
ま
ず
は

直
接
地
表
の
温
度
を
下
げ
ま
す
。
そ
の
後
、

当
社
の
舗
装
材
に
し
っ
か
り
と
透
水
・
保
水

さ
れ
、
長
く
気
化
熱
の
効
果
を
発
揮
し
て
、

都
市
の
涼
し
さ
を
持
続
さ
せ
ま
す
。
（
当
社

の
舗
装
材
は
、
一
回
の
打
ち
水
で
三
日
間
保

水
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
） 

み
ん
な
で
い
っ
せ
い
に
打
ち
水
を
す
る
。

た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
手
軽
で
楽
し
い
環
境
対

策
。
実
際
に
気
温
を
下
げ
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
そ
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、

環
境
意
識
の
啓
発
や
水
の
再
利
用
の
促
進
、

近
隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
な
ど
、
様
々
な

効
果
を
も
た
ら
す
呼
び
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

国土交通省がすすめ
ている保水性道路 
（打ち水ロード） 
保水性ブロック 
「パークスルー」 

水をまくと涼しくなるのは、水
が蒸発する際、地面や空気の熱
を奪って気化するからです。 
この熱のことを、【気化熱】と
言います。 

＝水蒸気 ＝熱 

打
ち
水
の
作
法 

 
一
．

打
ち
水
大
作
戦
で
は
、

水
道
水
を
使
わ
な
い
。 

二
．

打
ち
水
大
作
戦
に
は
、

雨
水
や
二
次
利
用
水

(

お
風
呂
の
水
な
ど)

を
使
う
。 

透水性高炉スラグ舗装材 
「カラーサンド」 

＠芝公園 

東
京
都
二
十
三
区
内
の
散
水
可
能
な
面

積
約
二
六
五
㎢
に
散
水
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
約
２
度
、
正
午
の
気
温
が
低
下

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 


